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只
( 1 ) 与 式 = - 9 + 6 + 2

= -tm

(2) 与式 = (- 1 #+ * ) ×( -
5
)

= -

5
x
( - 55 )

燃
(3) 与 式 ≤

10 xy
2
× (- 4x)

8x =y

= 一 5xy
～

( 4) 与 式 = 3√3 t β * *唯追郎= B
= 43
m

2
.

式 を 整理 して

4 x
2
- 1 = 一 4x

⇒ 4 x
t

4 x1 = 0

解 の公式歩 I｣42 - 4 ×4
x =

2 × 4

=一二一 =興



ふ

⑦ADに 対 する円周角は 等しい
ご ので ③ = 360

550

⑨ BC に 対 する 円周角 は 等しい
ので D = 550

3:

｡

回 回 CDに 対 する円周角 は 等しい
ので ⑦= 420

OABC において ､ 内角 の和 は 180だから ､
⑦+ ⑨ t ⑰ + LACB = 1800

⇒ 36
t

55t 42 tLACB = 1800
< ､ / ACB =180 - ( 36 ± 55

'

± 42 )

= 180 - 133”
= 47
m

4
.
樹形国 は 以下 の 通 り

積 積 積
ー 1 0 1 一 1

: ｡ 歌臨令護2 -2

3 -3 る 0



積 積
1 一2 1-

3 も
｣ は 自然数 に

議譴警 含まない
～

カードの 取 り 出 し 方 は 25通 り
､

そのうち 積 が 自然
数 となるのは 10 通 りよって 求 める 確率 は

きュ
m

5

A さくらんぼ
､
西洋 なしの 向 きに

対応 して 頂点 を A
.
B

.

C
.
D と

定 める｡

③ : 正 しい
B D

イン ④ が 重 ならないため 誤 り
c

A C A B A
D ウ 展開国 より B . D は

重 なるが ､ 異 なる頂点
DD B D D ⑥ なので 誤り
回 ⑬

A A ェン BD が 同 じ 頂点
B D c c

になるため 誤 り
c DB



呉
( M ) に欠関数 において､ 変化 の 割合 = 徳きである

｡

また ､
変化 の 割合 は ､

変化 の 割合 =

との 増加量
x の 増加量

であるから
､

Y の 増加量 = 変化 の 割合 xx の 増加量
=傾 き × x の 増加量
=^ 王 , 6

ニー～

(2 ) 点 B はー 1 x1 上 にあり ､ o だから

0 = - 1 x - 1

Ix = 1 . : x == 2

よって
､
B ( - 2

,

0 )
～～

点 B と 点 C の x 座標 は 等 しいので ､
点
C の x座標
～～

は 一 2
～

｡

点
A は ､ Y ニ -2 x- 1 上 にあり ､

x = 4 だから

Y : …上 × 4 - 1

=
一 3 : A ( 4

.

- 3 )
m～



さらに
､ ② は 反比例のグラフなので､ っ

力
とおくと ､

A (4 . - 3 )
を

通 るから
､

- 3 = 4 .
: b = - 12

よって ､ ② のグラフはュー回
､

点 C は ② のグラフエ

にあり､
x ュー 2 だから

Y ュ -
_
2

= 6 <
: C ( -2 , 6 )

点 C は Y =Gx エの点 でもあるから ､ x =ー 2 ､ 6 を

代入 して

6 = a × (-2 )
2

ゃ 4a = 6 :遺
①

2
.

の AC の 中点を 描く ､
③ A

ナ ②① とAC の 交点 と

点 B を通 る直線 を描く
“

｡
P ②

③点 B を 中心 として
､

ぃ

B C 半径BA の 円 を 描く ､
X

③ ② と ③ の 交点 が P



3
.

い)
､

昨年度
～

の 7 月 に A 山 を 訪れた 人数 を x 人 とする
｡

B れを 訪 れた人数 は( 4700 - x) 人 である

今年度 の 7 月 に A 山 を 訪れた 人数 は 1 . 2倍
､
B山を

訪 れた 人数 は 1 倍であり
､

合 わせて 2460人増え
たので ､

1 . 2x + 11 ( 14700 - x) = 14700 + 2460
～

一の

(別解 )

昨年度 の 7 目 に A 山 を 訪れた 人数 を xト Bd を訪
れた 人数 を Y人 とすると ､

{ xty ≡ 14700
ー ②

1 . 2 xt 1 . 1 y = 14700 + 246 ～
L

(2 )

① を 整理すると ､

1 . 2x + 16170 - 1 . 1 x = 17160
⇒ 0

.
1 x ≡ 990
: x = 9900

x は 昨年度 のA れに 訪 れた人数なので ､今度 ､

A 山 に 訪 れた人数 は

9900 × 1 . 2 = 11880 人
～



(別解 ) ② より

{ xty = 14700 ー③
1. 2x + 1 . 1 y = 17160 ー④

③× 1
.ー ④ より
1 . 1xtl . ly = 16170

一 ) 1 . 2 x + 1は= 17160
- 0

.

1x = - 990
: x = 9900

x は 昨年度 のA 山 に 訪 れた人数なので ､今度 ､

A 山 に 訪 れた人数 は
､

9900 × 1 . 2 = 11880 人
～

4
.

旧 あたりの 食事時間 が 90 分未満 の 生徒の
人数 は

A 中学校 : 4 + 32 = 36人
B 中学校 : 3 t 40 = 43人

であるから ､
それぞれの 累積相対度数 は

A 中学校 : 86
=
0 . 45

B 中学校 := 0 .43

であり ､
A 中学校の 方 が 大きいから

､



呉
点 Q は 毎秒 2cm で 動 くから

し)

P E

CR ≡ 6 cm
～

. て
Ay 巨 D B= BC - CR

6 = 12 = 6

BI
6

最｡ π
决

したがって
､

OBPQ の 面積Y は ､

三車 × 6 × 6

= 1…

(2 ) ( ア )
OEx ≡ 4 のとき

A
P CQ = 2～だから､

/
. E

D B= BC - CRE

6 = 12 - 2x
.

mm

σ 12-
2x.
2

x､
B

G Q c

よって

生五 × (12 - 2x ) × 6

== 6 x + 36
～



イ 1 Q は C を 出発したあと G で 止 まる
｡

CG = BC - CG
= 12 - 4
= 8

よって ､ Q が C を 出発 して G に 着 く 時間 は

8 ÷ 2 = 4 (秒)m
～

山 O 三 x 全 4
m

4秒 を 超 えたあと Q は G でよまっているため
､

P のみが 動 く ､ x = 4 のとき P は F におり
､

F を 出発したあとっ E に 着 く ､ EF = 2 cm より
P は A を 出発 したあと F に 着 く 時間 は

AF TF E = 6 cm より 6秒後
､

A よって ､ 4 台 x点
1 ｢ P

D

6 4
e 〒

⑱

B \ 4 G c

( ら) ､ 4 性 x 6 のとき ｡ BPQ は 上国 のようになる｡

A - F = E = 6 cmA - E - P = xcm より
PE = 6 - x cm よって

PG = PE + EG
≡ 6 - x t 4

= 10 -x
.

したがって

悲王 × 4 × ( 10 -x ) = -2 x+
～



グラフは 左国 の 通り

Y = - 6xt36

↓
y = -2xt20

!↓ 8
音
4
､F

な 国 の 面積 は

誓
ー δ

R 4 × 6

ABGF
｢GcD=

24 t

56
cm

?.豌 ×

4

8
x

AX 4 .F P が ED 上 にいるとき

Eーp
8
R 6 台 x であるから

､

Q は! 燾
\/14x

4
G に 着 いている

｡

× したがって ､ 口 PGCD が
㉚BL
4Gα ) 8
x 56 cmm の 半分 になれば 良い

から

ロ PGCD = 56 ÷ 2

= 28 cm.



一方 ､ A - F - E - D = 4 +2 + 8 =14cm

A - E - E - P = xcm であるから
PD = 14 -x

.

～

したがって ､ ロ PGCD の面積 は
､

{ ( 14 - x ) + 8 } × 4
≡

1(22 枚 ) ×4 = - 2xt 44
2

これが 28 cmになれば良いから､
- 2x + 44 = 28

⇒～ 2 x= - 16

<
. x = 8
mm エ

AX 4 .F
x = 8 のとき

､ PD は

! ーp
8
R

E ⑦

6 八 PD = 14 -x

言 燾 4 4 = 14 - 8
2 : ×BL

4
通 H

8
x

≡ 6 cm
G (Q )

き 国 のように H を 定めると ､ QH = 8 - 6 ≡ 2 cm

よって ､ OPRH で 三方 の 定理 より

PQ = 12 '44

=√ 4 +6
ー

= 20

=
2√5 em
mmmn オ



④
.

の
①

OABC と OEDA において
､

ぃ ィ 仮定 より
0

Q

BC = DA ー ①

LACB = LAEC ー②
② F り O AEC は 二等辺
海形 だから ､

ACEEA ー③
.

BC 11DA で錯角 は等 しいから
､

LEAD = LAEC ー ④
②

.

④ より
LACB = LEAD ー ⑤

①. ③ .
⑤ より 2組 の辺 とその 間 の 角 がそれぞれ等 しい

ので
､

OABC ≡ OEDA (証明終 わり)
2

.

( ( )

ー
10

入 OGCE とOGAD に
5 おいて ､ ECIDA より

ー
40%. 同位角 が 等 しいので ､ー

x
.

LGCE = LGAD ー D

“ LGEC
= LGDA 一②

① . ② より 2 組の 角 がそれぞれ等しいので ､



OGCECSOGAD ､対応する 辺 の 比は等 しいから
､

GC = GA = CE : AD 一 ③
ここで ､

1

. よりOABC ≡ DEDA だから ､BC = DA
.

BC = 10cmより ､ DA = 10 cm
､

また ､CE = CB - BE =10 - 4 = 6cm

GC
.

= 0xcm とおくと
､

③ より
x : (x + 5 ) = 6 = 10

= 3 : 5

2 5x = 3 (x +5 )

⇒ 5 x = 3x + 15

や 2x = 15
.

x = 15cm
よって CG =ammun
(2 )

A から BC に垂線を 下 ろ

彰 した足を H とする
｡

4
バ ” OAEC は 二等辺三角形

だから､
巨 H = HC

.

只 ｢ 烈 OA 巨

Hで
√5 方 の 定理 より

｢

5 意 5 =√25 - 9
ー

E ､ 3 H c 孤
筴



したがって ､ OABE の

4
バ彰
｡

” 面積 は

上 × 4 × 4 = 8 cm

ー
10 . 次 にOFBE COFADー

⑤

②√ において ､BEHAD より
\ ' 錯角が 等 しいので
4

LEBE = LFEAD ーの

LFEB = LEDA 一②

の
②

より 2 組の 角 がそれぞれ 等しいので ､
OFBE ∞ FAD ､

対応 する 辺 の 比 は等 しいから

FB :FAMm ≡ BE : AD

≡ 4 = 10

= 2 : 5 .
mm

OABE C OAEE において

∞(
*

底辺 をそれぞれ ABAF
.

4
ビ とすると

､

高 さが 等しいので ､
面積比 は 底辺比 に

等 しい｡



よって

BEm = LAFE ≡ AB : A 巨
8cmユ = 7 = 5

したがっ､

7 × OAFE = 40

: .OAFE=4


